
　（様式２（１）） 事業所名:： グループホムうみのほし魚崎

目標達成計画 作成日：　平成　28年　　  4月　 　8日
 

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

○虐待の防止の徹底
日常の中での不適切なケアの防止、日頃から
の言葉掛けについて慣れ合いになっており節度
が越えている事がある。

アットホームな環境では有るが、その環境に
甘えず利用者は職員にとって尊厳のあるお
客様という事を念頭においてケアが出来る
ようになる。

入職した職員に対しても研修を行う。
また職員間でも注意できる環境をつくる。
気になる職員については個別で対応して行く。
（職員の疲労やストレスについてもフォローして
いく）

6ヶ月

2 8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
過去において後見人制度を活用していた方がいて
たが現在いないため、必要時に的確な知識、アド
バイスができるか不安。

常勤・正規職員以上には制度の知識は必要と
感じています。より的確な助言により制度活用
につなげたい。

研修の実施。外部・内部かかわらず正規職員から
順に研修参加してもらう。

１年

3 35

○災害対策
年二回の避難訓練を実施している。また、地域
の防災訓練にも参加していて、有事の際の協
力体制は出来ている。東北大震災後、避難場
所の変更と備蓄食等の見直しが必要。

津波対策としての避難場所については施設
屋上になる予定。屋上に備蓄食、トイレなど
の設置も視野に入れて新たなマニュアル作
りを行う。

現在夜間想定の訓練が実施できていないので
今年度内に実施予定
施設向けの研修参加や、防災用品の購入。
また地域の避難訓練にも参加し、地域との連携
も模索して行く。

６ヶ月

4 月

5 月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。
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